
書式第 12号 (法第 28条関係)

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

事 業 報 告 用

令和 2年度 業 報 告

1 事業の成果
・国内では、昨年に引き続き「JSIEマ ラソン教室」、「熟年ランニングスクール」や「北海道
マラソン教室」への講師派遣を継続実施したが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で参加者は

大幅に減少した。

・海外では、継続事業として [メルボルンマラソンロ本事務局」を運営したが、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で大会は申止となった。

(事業費の総費用 【 941  ]千円)

定款に記裁
された
事業名

事業内容 腎時 場 所
従事者
人数

受益
対象者
範囲
爵摯暑
人数

事業費
(千円)

講習会、ヤ ミ
ナー、各種ス
ポーツ教室の
企画・運営 と
その開催に関
する事業

「JSIEエ コ
ラシニング教室
距離練習会」を
した。

ノミカル
および長
10回開催

令和 2年

4月 ～令

和 3年 3

月.

皇居周回

コー ス
2人
教室参加

ヨ
●̀

延 べ 29
人

271

r*+
)v) t ランニングスクー26回開催した。

令和 2年

4月 ～令

和 3年 3

月

皇居周回

コー ス
2人
スクール

参加者

延べ 107
人

講師、指導者
の派遣に関す
る事業

「北海道マラソン教室」に
講師を派遣した。

令和 2年

8月 16日

キビ続1市中

島体育セ

ンター&
豊平川河

川敷

3人
教室参加
ヨム
●

50人 179

揖外
のみ
各地
―ツ
の交
事業

の 国ヾ 州
ならず、
域のスポ
クラブと
流の支援

実施しなかった。 α

海外派
めの企
営事業

遣のた
'

画・ 運
メルボルンマラソン日本
事務局を運営し、参加者の
寡集を行った。

令和 2年

4月 ～令

和 2年 3

月

メルボル

ンマラソ
|

ン相本事

務局

1人

メルボル

ンマラソ

ン参加者

6人 491



ス
プ
の
流

種
ラ
で
交
籍

各
ク
間
ツ
義

の
ツ
織
一
籐

内
一
組
ポ
支

国
ポ
や
ス
の

実施しなかった。
ｎ

ｖ

撃告∫簾契
会、 トレーニ

ング、視察な
どのスボーツ
交流のための

理製集
と伝
実施しなかった。

ｎ

Ｖ

海外からの不
ポーツ関係者

?髪霧ぁ隻農
事業

実施しなかった。
Ａ
Ｕ

識査 0:研究4こ
関する事業

実施しなかつた。 0

(2)その他の事業 (事業費の総費層 1 0  F千円)

載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

定
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千円)

スポーツツー

リズムに関す

る事業

実施しなかった。

ｎ

Ｖ

スポーツに関

する用爆■ 用
す(    ・ヽ

具の開発と販

売に関する事

業

実施しなかった。
ハ
Ｕ



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和 2年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業がとい場合)

85,

と

クラブと
(4)海外派遣のための企画・運営事業
(3)海外の国や州のみならず、

福利厚生費

会議費

業務委託費

支払手数料
服園

0

7,800
103,280
0

200,248
12,444
9,640
415,598
9,702
1,925
17,900

旅費交通費

料数

代
費
手

紙
信
払

印
通
支

0
0

32,255
0

「

覆FT軍¬肝コ

過年度損益修正益

(回収不可能年会費)



書式第 15号 (法第 28条関係 ) .事 業 報 告 鳳

令和 2年度 貸借対照表

F‐]

現金預金
未収金
前払金

a489,
12,

50,

1

448

車両選搬具
什器備品

ｎ
〉
０
〉

ソフトウェア
借地権

ｎ
ｖ

Ａ
υ

長期貸付金

ｎ
Ｖ

Ａ
υ

Z.55].592

2r5Gl_1硼

Ｆ
Ｌ

L

【A】 資 産 合 計 ①+② 2,551,592

未払金
前受金
特別損失

429, 799
0
0

429:799

1壼輌夏覆否研
~TTT③ ~~

[控D■ 1

長期借入金
退職給付ラ:当金

0
0

L

団 議 強合針  ・・・01      _  _ ________________
目「百
~百‐
T~面 「平lσ

~~~~~~~~~~~~~~~~~丁 ~T~~~~
[ツ
=】「
iti

531.IttЮ

1_587_424
, 1,1 ・71コ

●」 負 債 及 び 正 味 骨 産 合 計

“

-1】 +“ -2] 2,551,592



1

令和 2年度 計算書類の注認 事 業 報 告 用

重要な会計方針
計算書類の作成は、ⅣЮ法人会計基準 く

"10年
7月

"日
閣17年12月 12綱最終改正 MЮ法人会計基準協議会

によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当なし。
(2)固定資産の減i価償却の方法
該当なし。
(3)引当金の計上基準
該当なし。
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし。
(5)消費税等の会計処理!
消費税等の会計処理は。税込方式によっています。

事業別損益の状況2

科 目

講習会、セ
ミナー、各
種スポーツ
教室の企画
運営とその
開催に関す
る事業

講師、指導
者の派遣に
関する事業

海外の国や
州のみなら
|ず、各地域
のスポーツ
クラブとの
交流の支援
事業

海外派遣の
ための企
画・運営事
業

事業部門計

0
0

2,000,000
537,320

管理部門 合計

270,1■Ю 183,4410 0
2,(�Ю,000
83,380

85,000

７

・

85,∞0
0

2,000,(Ю0
537,320
7

183_4瑠臥 0 85。 1097 2.(犯2.327

０

０

０

０

０

０

０

０

0 0

99,320

43"

75,000

7,創Ю

■9“ .

2α),248

8,124
7,340
100:,000t

1,925

0
7,800
1",2"
0

2(Ю,248
0

12,444
9,640
415,598
9,702
1,925
17,900
0

25,7156

37,1055

32,255

25,756
44,855
103,280
0

200,248
0

44,1699

9,640
415,598
9,702
1,925
17,900

０

０

０

０

ＡＵ

2,1閑Ю

20,598
9,702

17,900

95.0“ 873.603270.:500
27()_50(D: 178,磁0 【明 3291397 96.0061 873」閲8

〔:】 4_800 0 -10.059 1.748.724

1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費
人件費計
(2)その他経費
消耗品費
会議費
旅費交通費
販売経費
広告宣伝費
印紙代
通信費
業務委託費
諸謝金
保険料
支払手数料

その他経費計
経常費用計

雑費
寄付金

当



口Fy月 L_全壼L二 二_______菫壁堕墜………_____」

3。 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の璃減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法入の資産、負1債及び正味財1産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

７
・

8

脳:IN [li・L』

合計

~~~¬
丁

~~~= ~~1□

豚 尋

~~1

(0] Ａ
Ｕ

有形固定費産
車両運搬具
什器備品
無形固定贅産
投資その他の資産
敷金
合計

L適L正■

0

科 目
計算調 に

計上 された
金権

内、役員と
の取引

'1、

】置1菊1月旨
及び支配法
人)の■副

【|】 U U

0 0 団

活動計算書計

(貸借対照表)

特になし。



書式第 17号 (法第 28条関係 ) 事 業 部 告 鳳

令和 2年度 財産目録

[ごヨ |三 | 金  額

現金預金
手元現金
ゆうちょ銀行普通預金
三菱UFJ銀行神保町支店普通預金

５，畿
鴫

087

F

ノ

(1名 )

教室傷害保険料返金
5,000
1,568

スクール講師料、スタッフ料差額返金
5,

ｎ

Ｖ

パ コ

ソフ ウェア
オペレーションシステム

ｎ

Ｖ

2,489,144
2.551「 592

62,448

2_551_題嘔

0

ｎ

〉

■

0

【A】 資 産 合 計 ①+② 2,551,5"

日 -11  .日  ・ 1日  1 1墨

未払金
理事会交通費
諫
"∞
X代

JSI,コバランツタ鐵 膊、スタンフ科
熟年ラ″ングスタ■諄師料、スタ,フ将差額
メルボルンマラノン経費

429,

２４

５

１６

８２
“

8

長期借入金
ｎ

Ｖ

【8-1】 負 債 合 計 ③+④ 429,799

【B-2江 味 財 産 合 針 【A】 ―
"-11

2,121,793



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和 2年度 年間役員名簿 〈前事業年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

2 役員一覧

事 業 報 告 轟

1 :罐需拳曖 〈法鏑2●彙輔 2■条善盤鋼わ上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

氏   名

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

1 〇
監事
ヤマニシ  テツロウ

山西 哲郎

令和

令和

2年 4月  1日 |

3月 31日3年

年  月  日

年  月  日

2
⌒

健壁ニノ監事
サトウ  フミヒコ

佐藤 文宏

令和 2年 4月  1日

令和 3年  3月 31日

年  月  日

年  月  日

3 〇 監事
ウサミ アキオ

宇佐美 彰帆

令和 2年 4月  1日

3凡 31風令和 3年

年  月 日

日年  員

4
⌒

Q壼多)監事
ホハ
゛
ラ サチオ

保原 幸夫

令和 2年 4月  1郎

3月 31日令和 3年

年

年

月
(  日

月   日

5
〆
~ヽ

更彗多ル監事
スス
゛
キ  ヨシオ

鈴木 良雄

令和 2年 4月  1日

3月 31日令和 3年

年  月  日

年  月  日

6
⌒

鮭塁菫夕監事
イフヤマ カイト

岩 山 海渡

令和 2年 4月  1日

3月 31日令和 3年

年

年

月   日

月 司

７
〓 〇

監事
モリカワ  サタ

゛
オ

森川 貞夫

令和 2年  4月  1日

令和 3年  3月 31日

年  月  日

年   月   日

ｎ

】 〇
監事

ar1lq l,r,ff

前河 洋一

令和 2年  4月  1日

令和 3準 J月 31日

年  月  日

年 月 日

9
⌒

里ヽ壼ノ監事
ヒカ
゛
マサキ

比嘉 正樹

令和 2年 4月  1日

3月 31日令和 3年

年  月  日

年   月  偶

1,0 ∈́∋監事
タロツ
゛ シ|ン

黒田 j伸

令和 2年 4月  1日

3月 31日令和 3年

年  月  日

年  月  日



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報ヽ告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

氏   名

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

11
′
′
ヽ

理ヽ」ソ監事
コバヤシ  ヒトシ

小林 均

令和

令和

2年 4月  1日

3月 31個3年

年  月  日

年   月  ■

12 ①
監事
イタカドミ タカ月

池上 孝則

令和 2年 4月  1日

3月 31日令和 3年

年  月 日

日年 月

13
⌒

Q塁三り監事
タカハシ シンイチ

高橋 慎一

令和 2年  4月  1日

令和 3年  3月 31日

年  月  日

年  月  日

14
⌒

理事t量聾
'

ナ芦ムラ  ヒ熙シ

中村 宏

令和、

令和

2年 4月. ■師

8月 12日2年

年   月 日

日年  月

15
⌒

理事 こヽ肇グ1
?y"? :i

真島 由香

令和

令和

2年 4月  1:日

3月 31日3年

年  月  日

年  月  日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名
:簿
 (社員のうち千0人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_」目杢童民2L」墨L=ゴ塑菫整上蜜i薗』饉 L_

氏   名 t‐新 叉 ′は・活 :新

寸
山西 哲郎

2 性藤 文宏

3 宇佐美 彰朗

4 :保原 幸夫

5
鈴木 良雄

6 岩山 海渡

7 森川 貞夫

8 前莉 洋一

回
比嘉 正樹

10
黒口 伸

11
小林 均

12 池上 孝剤



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告用

氏   名 住 所 又 は 居 所

:13 ′高橋 慎―

14 真島 由香

115
口府 靖

16
石‖1 裕久

17
薔原 油大

18
磯野 茂

19
山本 正藤

20
進藤 充


